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（2019年1月7日受付、2019年2月14日受理）
抄録：本研究では、母語による言語選択と文化接触が表れる機会として「絵本」を媒介とした絵本環境に着目し、日本語を
母語としない乳幼児家庭における子どもと絵本の接点について親の語りの帰納的生成を通して、現状と課題を分析した。
その結果9つのカテゴリーより、現状として、①親子間、②社会的資源としての場（幼稚園、病院の絵本コーナー、育児用
品売り場、本屋、ウェブサイト、SNSコミュニティ、母国）において、物的環境の不足、社会資源としての情報の不足が
明らかとなった。また、絵本そのものを日本語で読むこと自体が親に葛藤を生み、周囲の場で読み合う機会そのものに
抵抗感をもたらすことがわかった。親が絵本と子どものより質の高い接点の機会と場を求めている一方で、社会資源へ
の不十分さと関係性において読みを伴う絵本の特性が絵本と子どもをつなぐ親自身に抵抗感を生んでいることが示唆
された。
（別刷請求先：矢野景子）
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Ⅰ．はじめに
言語選択とアイデンティティには関連があり、特に乳幼
児期は、家族との相互行為を通して家族が基盤としている
言語（母語）・文化（母文化）を学び、家族以外の人物や家庭
場面以外の場に向かう基盤の時期（ロング・ダニエル，
1998）でもある。
ブックスタートの普及や保育園・幼稚園における絵本環
境の充実により、乳幼児家庭と絵本の接点となる場と機会
は増えている。しかし、保育園や幼稚園の絵本環境におい
ては、「日本語」の絵本が環境設定されており、日本語を母
語としない乳幼児家庭においては、母語でのコミュニケー
ションの機会として環境が整えられているとは言えない。
また、ブックスタートの意義や成果については見られるも
のの（原崎ら , 2016）、日本語を母語としない乳幼児家庭へ
の絵本調査は先見の限りみられない。本研究では、母語に
よる言語選択と文化接触が表れる機会として「絵本」を媒
介とした絵本環境に着目し、日本語を母語としない乳幼児
家庭における子どもと絵本の接点について、親の語りの
帰納的生成を通して、現状と課題を明らかにすることを
目的とする。
Ⅱ .研究方法
（1）調査期間：2016年3月×日
（2） 対象者：A市（神奈川県）在住の乳幼児のいる日本語を
母語としない家庭に絵本のワークショップの案内と
研究依頼を配布し、ワークショップに参加し、研究内容
に同意が得られた参加者を研究対象者とした。対象者
はH市に居住するA（コロンビア人女性）、B（ブラジル
人女性）、C（ブラジル人男性）、D（日系ブラジル人女性）
である。4名とも現在子どもが日本の保育園・小学校に
通い、子育てをしており、A市には、就労目的にて居住
している。
（3）データ収集方法：
① 参加者には、簡単なアンケートを事前に記入していた
だき、絵本との接点を把握した。
② 研究参加者3名（A、B、C）及び通訳を1グループとし、
60分間のフォーカス・グループインタビューを1回実
施した。相互作用による意見の引き出しや意見の積
み上げが可能になるため、単独ではなくフォーカス・
グループインタビューを採用した。
③ 一方、フォーカス・グループには参加できなかったも
のの単独のインタビューへの研究協力が得られた1名
（D）にも半構造化インタビューを実施した。
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④ 対象者への研究倫理に十分考慮し、個室にて実施した。
（4）インタビュー内容
①～③の観点からグループおよび単独で通訳を交え、
対話しながら自由に語るよう促した。
①子どもと絵本について
②母語で育児をする現状と思いについて
③ブックスタート事業について
（5）データ分析方法
質的帰納法を用い、下記の手順で分析を行った。
① インタビュー内容とインタビュー中のメモから逐語
録を作成し、事前のアンケート記述と照らし合わせな
がら意味が読み取れる最小の単位に分けた。
② 子どもと絵本との接点、親と絵本の接点について実態
や課題について語られている部分を抽出し、コード化
（「 」）した。コード化したものの共通性を検討しなが
ら、サブカテゴリ―（『 』）とし、カテゴリーの類似性、
相違性を見出しながら、分類を繰り返し、カテゴリー
（【 】）として抽出した。
Ⅲ．結果考察
4名の研究対象者のインタビュー内容のデータ分析の
結果、乳幼児家庭における絵本との接点についての実態は
66の「コード」に分類され、32の『サブカテゴリ－』、9つの
【カテゴリー】が抽出された。カテゴリーは（1）【外国籍の
親の子どもへの願い】（2）【外国籍の親への周囲の働きかけ
に対する願い】（3）【子どもに絵本を与えたい思いと願い】
（4）【絵本入手の現状と困難さ】（5）【母国語の絵本の入手
方法】（6）【家庭内の子どもとの絵本における関わりの現状
と読み合いの工夫】（7）【ブックスタート事業の情報不足と
日本語の絵本であることによる活用の断念】（8）【病院の
絵本コーナーの利用と葛藤】（9）【子どもの日本語力の向上
と親の日本語力の格差に伴う感情】、であった。コード「 」、
サブカテゴリ 『ー 』、カテゴリ―【 】を表1に示す。
（1）外国籍の親の子どもへの願い
「母国語で子どもと話したい」が「家ではポルトガル語
で話しているため、子どもは何を話しているのか理解でき
ないようになってきたこと」による『子どもが日本語を話
すことによる親の不安』がある。また、「同僚の家族が日本
語しか話さないことをみて、自身の子どもへの不安」をも
つなど、『周りの子どもが日本語しか話さないことによる
不安』もある。『教育を受け将来いい仕事についてほしい』
ため、日本語だけでなく、母国語も話せる環境を望んでい
ることもあり、『母国語で子どもと会話することを重視』し
たい背景には、母国語の維持と日本語習得の二重性におい
て、母国語を話してほしいと思うことは将来への職業への
期待をもつためでもあるが、一方で日本語の獲得により、
母国語での家庭内のコミュニケーションの難しさが生じて
いることへの葛藤があることがわかった。
（2）外国籍の親への周囲の働きかけに対する願い
母国語を話す環境については、「できるだけ多くの外国
人に家庭内で母国語を話すように教えてほしい」や「でき
るだけ多くの外国人の子どもたちの家庭に母国語の絵本を
届けてほしい」という願いが語られ、『母語環境の重要性を
指導してほしい』こと『母国語の絵本環境の充実への期待』
があり、【外国籍の親への周囲の働きかけに対する願い】が
明らかになった。母語の環境への支援として、絵本の社会
的資源としての支援を願っていることが示唆された。
（3）子どもに絵本を与えたい思いと願い
母国語の絵本の社会的資源を求む背景には、【子どもに
絵本を与えたい思いと願い】がある。「母語で絵本を与えた
いと思う」や「本屋にいろいろな本があり、買ってあげた
い」からも示されるように、絵本を与えたい思いは母国語
の絵本に対しても、日本語の絵本に対してもあり、子ども
と絵本との接点への思いがあることがわかった。また、
「質の高い絵本を与えたい」や「物語や昔話の母国語の絵本
がほしい」のように、『親が求める絵本の種類』として質の
高いもの、また母国語の昔話や物語を求めている。つまり、
子どもと絵本との接点だけを求めているのではなく、より
質の高い、また母国語による昔話、物語など、古典的かつ
内容に文化的な理解が伴うものを子どもに与えたいという
願いがあるといえる。
（4）絵本入手の現状と困難さ
しかし、それらの願いに反し、現状として、【絵本入手の
現状と困難さ】が明らかとなった。「母語の絵本が少ない」
や「ブラジルの店に行って絵本があっても高い」など、物
的環境が整っておらず、『母国語の絵本の量の少なさと値
段の高さ』が絵本入手の障害となっている。
さらに、「育児用品売り場の絵本コーナーに日本語の本
しかない」や「手にとるが日本語でわからないから、読ん
であげられないと思いあきらめる」として、『日本語である
ことによる入手の断念』もある。育児用品売り場など、
絵本との接点はあるものの、日本語であること、による入
手時の障害があることがわかった。また、こうした葛藤し
た思いは、読み合うことへの躊躇を引き起こしていること
も示唆される。
さらに、『絵本選定の方法のわからなさ』が入手をさら
に困難にしている。
「親が子どもに日本語で本を読む習慣がなかったから、
どうやって子どもに絵本を読んでいいかわからない」とい
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う親－子の読み合いの子育てモデルがないことが絵本選定
の方法がわからなさを助長している。さらに、「本屋にはた
くさん本があるけど、どれを選んだらよいのかわからない」
「家には絵本は一冊もない。買い方がわからない。何を買
えばいいかわかれば買う」からは、選定の基準のわからな
さが要因となっている。その結果、「本屋で子どもが選んだ
本を購入した」や「図書館で子どもを連れていかないと選
べない」など、絵本選定が『子どもに選択を任せるしかない
現状』となっているのである。子どもが主体的に絵本に出
会う機会はあるものの、親の思いや願いが介入する機会は
保障されにくくなっている。このように、『絵本選定の方法
のわからなさ』からは、子育てモデルへの支援と絵本選定
の方法への支援が必要であるといえる。
（5）母国語の絵本の入手方法
母国語の絵本の入手についての現状については、『子ど
ものポルトガル教室の貸し出し』や『インターネットのコ
ミュニティサイトの利用』『ブラジルに一時帰国の際に購
入』が主な方法である。母国語の絵本の入手には、コミュニ
ティやインターネットツールを活用している一方で、親が
望む『質の高い』ものは困難で、一般的で大衆向けのディス
ニー絵本（ハードカバーでなく、ペーパーブック）や国民的
キャラクターやアニメのものなどしか入手できず、社会的
資源の活用を工夫しながらも、親が絵本を選定する機会が
保障されていないことが明らかとなった。一方で、質の高
い絵本を求める親は、「ブラジルに一時帰国したときに絵本
を買ってくる」ようにしているが、経済的な機会に恵まれ
た場合であり、全般的には保障されていない。また、SNS
などに不慣れな親からは、「インターネットで購入する方法
がわからないのでブラジルで買ってくる」と一時帰国した
際にしか購入できない限られた選択となっていることも明
らかとなった。
（6） 家庭内の子どもとの絵本における関わりの現状と読み
合いの工夫
家庭内の絵本環境については、「日本語の絵本はないが、
漫画はある」、「幼稚園でもらった日本語の絵本がいくつか
ある」、「日本語の絵本は家庭にはない」など量や種類は
様々であるが、社会資源として幼稚園が子どもに寄贈した
絵本により、家庭の絵本環境に変化をもたらしていること
が示唆された。
一方で、絵本環境が整っても、『子どもの要求に応えられ
ないことへの葛藤』が伴うことが明らかとなった。「家庭
内に日本語の本もあるが、読めない」、「家庭内の日本語の
絵本を読んでと子どもたちが言う」、「子どもたちが日本語
を習っているので、日本語で読んでという」など、家庭内の
絵本環境が日本語になることと、子どもたちを取り巻く言
語が日本語であることにより、親に日本語で絵本の読み合
いをすることへの葛藤がもたらされるようになる。
このような家庭内の状況の中で、親は【読み合いの工夫】
で葛藤場面を乗り越えようとしている現状も明らかとなっ
た。「日本語の本だが子どもが本が読めるようになったの
で、子どもに読んでもらっている」と『親子の立場の逆転現
状を受け止める』ことや「日本語の絵本をスペイン語に変
えて読む」、「本当は何が書かれているかわからないが想像
して話している」など『内容を想像して母語で読むことに
よって読み合いを行っている』のである。さらに、「地図や
国旗が載っている絵本を使っていろいろな国の話をしてい
る」、「父親が聖書を読むのが好きでイラストがある聖書を
母語で読み、子どもも興味をもってきいている」からは、
『絵をみてコミュニケ－ションがとれる絵本を活用する』
工夫をしている。このように、親子で読み合う機会がより
充実するよう、絵本の選定と読みの工夫により乗り越えて
いることも示唆された。
家庭内で子どもが絵本を読んでほしいと要求する機会が
増えることについては、『子どもの要求に応えられないこと
への葛藤』を感じながら、『親子の立場の逆転現象を受け止
める』、『内容を想像して母語で読むことで読み合いを行
う』、『絵をみてコミュニケーションがとれる絵本を活用す
る』など、【子どもとの読み合いの工夫】をすることで、子ど
もが絵本に触れる機会を充実させたい親の願いが背景とし
てみられた。
（7） ブックスタート事業の情報不足と日本語の絵本である
ことによる活用の断念
絵本との接点を繋ぐ機会として、社会資源となるブック
スタート事業については、「ブックスタートについては、
M（小学生）H（中学生）の時は知らなかった。Y（5歳児）の
時に知った」「子どもはよく本ほしいねっていう。でもなん
の本かわからないからブックスタートは活用しなかった」
と『ブックスタート事業の情報格差』、『内容が十分に理解
できない』、『日本語の本のわからなさによる活用へのあき
らめ』が現状として示された。日本語を母語としない乳幼
児家庭への周知方法の充実だけでなく、事業の詳細の分か
り易さも課題を残しているといえよう。
（8）病院の絵本コーナーの利用と葛藤
場としての社会資源の活用については、育児中によく利
用する病院の待合室について対象者全員から挙げられた。
「読みたいなと思う絵本もある」、「病院にいくとお母さん
が子どもに読む本がたくさん置いてある」場として、家庭
にはない絵本環境は魅力な場でもある一方で、「私も読みた
いけれど、私の日本語が変になるから、読み方が子どもに
影響を与えると心配」や「みんなに笑われないようにする、
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子どもが恥ずかしいと思うから」、「静かにさせるためにス
マホにしてしまう」、「病院にいくときは、絵本棚から離れ
て座っている」と『日本語が不十分であることによる子ど
もへの影響』や『絵本を読み合う機会への抵抗感』がある。
「あれば家でも読む。でも外では他のお母さんに見られた
くない」気持ちからは、日本語の発音と読みが不十分なこと
への読み合い場面への躊躇がみられる。「読んでと言われ
ると私が恥ずかしい」「他のお母さんが子どもに読んであげ
ているから、うらやましいなと思う」からも、病院の待合室
の絵本コーナーは、否応なく親－子の日本語での読み合い
の機会をもたらす場所であり、『周囲の目と子どもの羞恥心
への配慮』や『日本語で読み合う親子へのうらやましさ』を
生む場にもなっている。
「小児科に行ったとき、絵本が並んでいて、内容がわから
なかったが想像して母語で読んだ」親も、「ポルトガル語の
絵本が病院に置かれていたらすごくうれしい」と語るよう
に、『読み合いの工夫』はするものの、『病院の待合室の絵本
コーナー』への環境の充実を求めている。
（9） 子どもの日本語力の向上と親の日本語力の格差に伴う
感情
親の日本語の不十分さやそれに伴う劣等感については、
「子どもの宿題時、日本語では字がきれいとかしか言えな
い」、「子どもの宿題時、日本語だと合っているかどうかも
わからない」ことによる『日本語を教えられない葛藤』とし
て表れている。その葛藤は、「Mは図書館で借りてきた絵本
を音読するが、使っている日本語と習ってきている日本語
が違うことがあるのでわからない」、「親が日本で教育を受
けていないから教科書の日本語がわからない。音読時に直
してあげられない」と日本語格差による親の『教育を受け
ていないことへの葛藤』も引き起こしている。「日本語は話
すことができても、読むと発音が違う。スピードも違う」こ
とから、『日常会話との相違からの葛藤』も明らかである。
絵本の読み合いには、日常会話とは異なる読みを伴う。
日本語を母語としない乳幼児家庭において、日本語の絵本
を読むことは、【子どもの日本語力の向上と親の日本語力の
格差に伴う感情】という日本語を母語とする乳幼児家庭以
上の読むことへの葛藤があることが示唆された。
9つのカテゴリーより、日本語を母語としない乳幼児家
庭の絵本を取り巻く現状として①親子間、②社会的資源と
しての場（幼稚園、病院の絵本コーナー、育児用品売り場、
本屋、ウェブサイト、SNSコミュニティ、母国）、において、
物的環境の不足、社会資源としての情報の不足が明らかと
なった。また、親自身が読み合いの工夫をしているものの、
“絵本そのものを日本語で読むこと”自体が親に葛藤を生
み、周囲の場で読み合う機会そのものに抵抗感をもたらし
ている。さらには、子どもとの日本語力格差が親子関係に
教える－教えられる関係を逆転させ、親の教育力の劣等感
へとつながっていく。親として、絵本と子どものより質の
高い接点の機会と場を求めている一方で、社会資源への
不十分さと関係性の中で読みを伴う絵本の特性が絵本と
子どもをつなぐ親自身に抵抗を生んでいることが本調査か
ら示唆された。
Ⅳ．おわりに
日本語を母語としない乳幼児家庭への支援として、①情
報格差への支援、②親への絵本選定やコミュニケーション
ツールとしての絵本の多様な読み合いへの支援、③育児環
境における多言語な絵本環境の充実への支援、④親子間の
日本語格差への心理的な支援が挙げられる。子どもを通し
て親が絵本との接点をもち、家庭内の絵本環境にも変化を
もたらすことを理解し、保育所や幼稚園等を通した多言語・
多文化な絵本環境の充実、病院の待合室の充実への取り組
み、さらには、親へのワークショップ等により教育プログラ
ム等に関する充実が期待される。
本研究では、ポルトガル圏の乳幼児家庭を対象とした
が、A市には中国（17%）、フィリピン（16%）をはじめとし
て様々な国籍の乳幼児家庭が在住している。母語の絵本へ
の文化接触について、同様に現状を把握していきたい。
また、本研究では、絵本ワークショップへの参加者を
対象としたことにより、「絵本への関心が高い」ことも影響
したことと考えられる。今後は、保育所や幼稚園の実態
調査を含め、今回の調査で示唆された社会資源としての
「病院の絵本コーナー」の可能性にも着目し、母語での文化
接触の機会としての絵本の在り方について明らかにしてい
きたい。
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日本語を母語としない乳幼児家庭と絵本環境
Challenges of the Picture Book Environment in Families with Infants and Young Children 
whose Mother Tongue is not Japanese
Keiko YANO
School of Education, Tokyo University of Social Welfare (Ikebukuro Campus), 
2-47-8, Minami-Ikebukuro, Toshima-ku, Tokyo 171-0022, Japan
Abstract : This paper analyses the situation and issues of the relationship between children and picture books, in families 
with infants and young children, whose mother tongue is not Japanese. It focuses on the “picture book” environment in 
which language and culture intertwine, and in which reading by parents would usually bring inductive effects. As a result 
of the research, between parents and children, at social places (kindergartens, hospital picture book corners, child care 
goods departments, book stores, websites, SNS community, homeland,) the lack of picture book environments and also 
the lack of any picture book resources in different languages became clear. Findings showed that when reading picture 
books to a child in Japanese, non natives parents tend to have conflicted feelings and therefore feel a sense of resistance to 
read openly with their children in public. This study suggests that, while parents seek opportunities and places for better 
quality interaction of picture book usage with their children, inadequate availability of non Japanese alternatives within 
regular social environments, only serve to create a boundary. Regular picture book reading and the related positive learning 
experiences that are linked to their reading are therefore lost, as the situation is deemed a negative experience for both 
parties and parents instead feel reluctant to use them to aid their children’s educational experiences.
（Reprint request should be sent to Keiko Yano）
Key words :  Picture book environment, Reading interaction, Families with infants and young children whose mother 
tongue is not Japanese 

